
て
い
た
部
屋
は
、
標
準
よ
り
広
い

面
積
を
確
保
し
た
診
察
室
と
し
て
、

学
生
の
実
習
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
内
科
西
外
来
で
診
察

し
て
い
た
老
年
・
高
血
圧
内
科
と

神
経
内
科
・
脳
卒
中
科
は
、
７
月

よ
り
１
階
の
新
し
い
診
察
室
に
移

っ
て
外
来
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
内
科
西
外
来
の
空
い
た

診
察
室
を
活
用
し
、
こ
れ
ま
で
内

科
東
外
来
を
使
用
し
て
い
た
呼
吸

器
内
科
が
内
科
西
外
来
に
移
転
し

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
の
内
科
系
の

各
診
療
科
も
、
一
部
で
診
察
室
を

増
加
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
受
付
の
名
称
を

「
総
合
診
療
外
来
」
か
ら
「
内
科

１
階
・
総
合
診
療
外
来
」
に
変
更

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
階
の
「
内

科
東
外
来
」
と
「
内
科
西
外
来
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
内
科
２

階
東
外
来
」
と
「
内
科
２
階
西
外

来
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
こ
の
変

更
は
７
月
よ
り
適
用
と
な
り
、
院

内
の
看
板
や
患
者
さ
ん
へ
の
配
布

物
な
ど
に
つ
い
て
も
順
次
更
新
を

し
て
い
ま
す
。

　

「
内
科
1
階
・
総
合
診
療
外
来
」

は
正
面
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
の
場

所
に
あ
り
、
各
種
の
手
続
き
や
会

計
の
窓
口
と
も
近
い
た
め
、
受
診

さ
れ
る
患
者
さ
ん
の
利
便
性
が
高

ま
る
こ
と
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
従
来
か
ら
総
合
診
療
外
来

で
診
察
を
し
て
い
た
、
総
合
診
療

科
、
漢
方
内
科
、
補
完
医
療
外

来
、
禁
煙
外
来
な
ど
は
、
受
付
の

名
称
が
「
内
科
１
階
・
総
合
診
療

外
来
」
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、
従

来
と
同
じ
場
所
で
診
療
を
継
続
し

て
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
は
外
来
の
受
付
場

所
や
診
察
室
が
変
更
に
な
り
、
当

初
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と

　

本
院
の
内
科
系
の
各
診
療
科
は

こ
れ
ま
で
、
外
来
・
中
央
診
療
棟

の
２
階
で
外
来
の
診
察
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
１
階
の
総

合
診
療
外
来
の
エ
リ
ア
に
て
診
察

室
８
室
を
増
設
す
る
工
事
を
実
施

し
、
７
月
よ
り
内
科
の
２
科
が
診

療
を
開
始
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
診
察
待
ち
の
患
者
さ
ん
が
順

番
を
確
認
で
き
る
外
来
案
内
表
示

盤
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
処
置
室
も
設
置
し
、
現
在

よ
り
広
い
ス
ペ
ー
ス
で
患
者
さ
ん

の
点
滴
や
採
血
と
い
っ
た
処
置
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
処
置
室
と
し
て
使
用
し

外来・中央診療棟に
新しい外来の

診察室が
オープン

診療科の移転に伴い受付の名称を変更

　６月22日、オンコロジーセン

ターがん相談支援室主催で第８

回阪大がんサロンを開催しまし

た。今回は栄養管理室の白波瀬

景子栄養士を講師に「簡単な工

夫で食べやすく！食事のワンポ

イントアドバイス♪」というテ

ーマで講演を行いました。

　消化のしくみや栄養素の役割、

どの食材にどんな栄養素が含ま

れているか、バランスの良い食

事の具体例、がん治療法ごとの

代表的な副作用に応じた食事の

工夫など、患者さんから多く寄

せられる相談に応じた内容で、

参加者の方々は熱心にメモを取

り、質疑応答にも積極的に参加

されていました。

　終了後のアンケートでは「具

体的なレシピが知りたい」「現在

の食事と比較できてとても参考

になった」などのご意見をいた

だき、改めて栄養に関する情報

入院待ちの解消に
向けた取り組み
　以前から本院では、設置してい
る病床を効率的に活用し、患者さ
んにできるだけお待たせせずに入
院していただけるよう努めてきま
した。原則、診療科ごとに入院す
る病棟が決まっていましたが、平
成30年4月から複数診療科を一つ
のグループにして３～４病棟を担
当する制度を導入しました。同じ
病気でも違った病棟に入院される
ことがある形です。一つのグルー
プでも一般的な大きさの病院並み
の150～200の病床数ですので、
この大きさが効率的に入院日を決
定できると考えての変更です。開
始されたばかりの制度ですが、病
状に即して必要な時期により迅速
に入院していただけるとともに、
毎日起こりうる緊急入院への対応
力も高めることを目指します。
　以上、制度変更の趣旨をご理解
いただきたくお知らせいたします。

のニーズの高さを感じました。

がん相談支援室では今後も患者

さんの生活、闘病を支えるため

に様々な企画を実施します。な

お、次回は以下の内容で開催す

る予定です。詳細については、

ＨＰ等をご確認ください。

　

外
来
・
中
央
診
療
棟
の
１
階
に
外
来
の
新
し
い
診
察
室
と
処

置
室
を
設
置
す
る
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
７
月
よ

り
、
老
年
・
高
血
圧
内
科
と
神
経
内
科
・
脳
卒
中
科
が
移
転
し

て
診
察
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
院
内
の
各
所
や
病

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
転
に
関

す
る
案
内
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
設
さ
れ
た
診
察
室（
内
科
1
階
・
総
合
診
療
外
来
）

外来棟1階図

整形外科

院外
処方せん
FAX送信
コーナー

診断書等
受付窓口

駐車場料金
事前精算機

総合案内

感染
制御
外来 正面玄関

自
動
再
来

受
付
機

外来用エレベーター

予約
変更
センター 眼　科

内科1階・
総合診療外来

多
目
的
ト
イ
レ

ピクトグラムの作成について
　入院患者さんの元には、さまざまな医
療者が訪問します。入院患者さんが消毒
薬やラテックスなどのアレルギーをお持
ちの場合や、病気や治療によって「右上
肢では血圧測定できない」などの場合、
医療者が一目でわかるようにピクトグラ
ムを作成し、ベッドサイドに掲示するこ
とにしました。
　ピクトグラムとは、「絵文字」「絵言葉」
と言われ、何らかの情報や注意を示すた

めに表示する視覚記号（サイン）の一つで
す。デザインは大阪大学広報企画本部ク
リエイティブユニットに依頼しました。
　今回「アルコール使用禁止」「ラテック
ス使用禁止」「右上肢処置禁止」「テープ
類かぶれ注意」など８種類を作成しまし
た。ピクトグラムをベッドサイドに掲示
することで、安全・安心な医療の提供に
つながればと考えています。

テーマ
知ってて良かった！
「病気と仕事」に関するお話
日 時
平成30年10月19日（金）
13：00～15：00
場 所
オンコロジーセンター棟5階
キャンサーボードホール
対象者
当院で治療中のがん患者さん
及びご家族
講 師
関　孝子先生
（大阪府社会保険労務士会）

阪
大
が
ん
サ
ロ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催

総合診療外来
内科東外来
内科西外来

内科１階・総合診療外来
内科２階東外来
内科２階西外来

老年・高血圧内科
神経内科・脳卒中科
呼吸器内科

内科１階・総合診療外来へ

内科２階西外来へ

受付の名称変更

診療科の移転

新設された処置室（内科1階・総合診療外来）
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病
理
診
断
科
で
は
、
患
者
さ

ん
か
ら
採
取
さ
れ
た
検
体
を
顕

微
鏡
で
観
察
し
病
名
を
診
断
し

て
い
ま
す
。
１
細
胞
レ
ベ
ル
で

観
察
で
き
る
た
め
精
度
が
高

く
、
的
確
な
治
療
方
針
の
決
定

に
必
要
で
す
。
当
科
で
は
現
在

16
名
の
医
師
が
所
属
し
て
お

り
、
こ
の
う
ち
10
名
が
専
門
医

の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
有
し
て
い
ま

す
。
病
理
専
門
医
は
全
国
で

２
千
名
あ
ま
り
と
少
な
い
に
も

関
わ
ら
ず
、
本
院
で
は
多
く
の

病
理
専
門
医
が
所
属
し
日
夜
診

ノ
ム
医
療
で
は
、
病
理
検
体
か

ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
得
て
異

常
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
時
、
検
体

中
に
腫
瘍
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し

な
け
れ
ば
異
常
を
検
出
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
検
体
中
に

ど
の
程
度
腫
瘍
細
胞
が
存
在
す

る
か
な
ど
、
多
数
の
情
報
が
正

確
な
診
断
に
は
必
要
で
、
ゲ
ノ

ム
医
療
に
供
す
る
検
体
の
質
保

証
が
病
理
医
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
中
核
病
院
で
は
結
果
判
定

の
た
め
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
パ
ネ

ル
に
も
複
数
の
病
理
医
参
加
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
新
た
な
波
が
医
療
に
訪
れ

て
も
、
そ
こ
に
お
け
る
病
理
診

断
の
重
要
性
は
変
わ
ら
ず
、
常

に
支
え
る
立
場
で
医
療
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

　

日
々
、
多
く
の
検
体
を
扱
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
検
体
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
は
特
に
万
全

の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。
当

伝
学
的
解
析
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
症
例
に
つ
い
て
、
遺

伝
子
の
塩
基
配
列
を
高
速
に

読
み
出
せ
る
次
世
代
シ
ー
ク

エ
ン
サ
ー
を
用
い
た
ゲ
ノ
ム

解
析
を
学
内
で
実
施
で
き
る

た
め
、
こ
れ
ま
で
よ
り
短
時

間
で
診
断
結
果
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

難
病
の
原
因
解
明
や
、
先

進
医
療
の
開
発
、
創
薬
に
は
、

多
く
の
症
例
と
情
報
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
個
々
の
難
病

の
診
療
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
医
療
機
関
や
か
か
り
つ
け

医
か
ら
、
該
当
す
る
診
療
科

に
ご
相
談
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
外

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.
h
o
s
p
.
m
e
d
.
o
s
a
k
a
-
u
.

a
c
.
j
p
/
d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
s
/

i
n
t
r
a
c
t
a
b
l
e
_
d
i
s
e
a
s
e
s
.

html

）に
お
い
て
、
難
病
に
関

す
る
情
報
も
発
信
し
て
い
ま

す
。
難
病
患
者
さ
ん
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
研
究

を
推
進
し
、
新
し
い
治
療
法

「
難
病
患
者
在
宅
医
療
支
援
事

業（
大
阪
府
）」
に
も
平
成
26

年
度
か
ら
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
院
を
受
診
し
た

難
病
患
者
さ
ん
が
地
域
の
医

療
機
関
で
治
療
・
ケ
ア
を
受

け
な
が
ら
、
安
心
し
て
在
宅

に
よ
る
療
養
生
活
が
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
平
成
29
年
度
に
は
44

件（
平
成
27
年
か
ら
計
２
０
９

件
）の
患
者
さ
ん
宅
を
訪
問

し
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
合

同
診
療
を
実
施
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
や
家
族
の
心
理
的

サ
ポ
ー
ト
、
か
か
り
つ
け
医

の
専
門
知
識
向
上
に
役
立
つ

と
好
評
で
す
。

　

ま
た
今
年
２
月
に
は
、
大

阪
大
学
が
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｄ
解
析
セ

ン
タ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
網
羅
的
遺

に

お

け

る

指

定

難

病

は

３
３
１
疾
患
、
小
児
慢
性
特

定
疾
病
も
７
５
６
疾
患
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
難
病
医
療

推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
れ
ら

難
病
に
関
す
る
、
よ
り
適
切

な
情
報
や
治
療
法
の
開
発
な

ど
を
目
的
と
し
て
平
成
28
年

に
設
立
さ
れ
、
院
内
27
診
療

科
が
連
携
し
体
系
的
診
療
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
本
院
は
、
遺
伝
学
的

解
析
な
ど
を
含
め
た
総
合
的

診
断
に
よ
り
、
希
少
・
未
診

断
疾
患
の
研
究
を
推
進
す
る

「
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｄ（
未
診
断
疾
患
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
／
日
本
医
療
研

究
開
発
機
構
）」
の
地
域
拠
点

病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
難

病
患
者
、
医
療
機
関
、
行
政

な
ど
を
つ
な
ぐ
窓
口
業
務
を

担
っ
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の

　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
Ａ

Ｌ
Ｓ
）、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
、
日
本

病
理
診
断
科

科
で
は
早
く
か
ら
バ
ー
コ
ー
ド

管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
検

体
の
取
違
い
を
防
ぐ
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
様
々
な
操

作
を
自
動
で
行
え
る
状
況
を
整

え
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
ヒ
ュ

ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
ぐ
努
力
を

難
病
医
療

推
進
セ
ン
タ
ー

し
て
い
ま
す
。
精
度
管
理
で
も

高
い
基
準
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
５
１
８
９
の
国

際
認
証
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま

た
本
院
で
は
臓
器
移
植
を
行
っ

て
い
る
関
係
で
、
緊
急
性
を
要

す
る
標
本
作
成
が
ル
ー
チ
ン
で

や
確
実
に
効
く
薬
を
開
発
し

提
供
す
る
こ
と
が
当
セ
ン
タ

ー
の
使
命
で
す
。
苦
し
ん
で

お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
に
希
望

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
、

　大阪大学医学部合奏団による合奏と合唱を
多くの患者さんが楽しまれました。

断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
患
者
さ
ん
か
ら
よ
り
侵
襲

の
少
な
い
方
法
で
採
取
す
る
検

体
と
し
て
細
胞
診
検
体
が
あ
り

ま
す
。
細
胞
診
で
は
腫
瘍
の
有

無
な
ど
を
比
較
的
容
易
に
判
定

で
き
ま
す
。
現
在
、
組
織
診
断

は
年
間
１
万
２
千
件
あ
ま
り
で

す
が
、
細
胞
診
も
同
程
度
以
上

の
件
数
が
あ
り
ま
す
。
病
理
医

が
診
断
す
る
前
に
、
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
細
胞
検
査
士
が

細
胞
診
検
体
を
予
め
確
認
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
、
資
格
を
も

っ
た
細
胞
検
査
士
が
６
名
所
属

し
て
お
り
、
病
理
専
門
医
と
タ

ッ
グ
を
組
ん
で
診
断
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
で

も
、
病
理
診
断
は
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
が
ん
ゲ

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
受
付
か
ら
診
断
ま
で
を
３

時
間
で
行
え
る
シ
ス
テ
ム
も
整

え
て
い
ま
す
。

　

正
確
な
病
理
診
断
を
行
う
た

め
に
は
、
臨
床
各
科
と
緊
密
な

情
報
共
有
が
必
要
で
す
。
臨
床

と
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
多
数

行
う
こ
と
で
、
頻
回
に
情
報
交

換
を
行
い
、
一
刻
も
早
く
正
確

な
診
断
が
患
者
さ
ん
の
も
と
に

届
け
ら
れ
る
よ
う
に
日
夜
努
力

し
て
い
ま
す
。

難
病
に
関
す
る
医
療
体
制
や

情
報
を
統
合
し
な
が
ら
、
当

セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
積
極
的

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

通常平滑な表面をもつ肺胞ですが、
そこに乳頭状に増殖する腫瘍細
胞を認めます（矢印）。肺腺癌の
中の乳頭型に分類される腫瘍です。

肺胞の中には空気が入っており、
通常その平面は平滑です。

１
細
胞
レ
ベ
ル
で
観
察
し
て

的
確
な
治
療
方
針
決
定

難
病
の
情
報
提
供
や
新
し
い
医
療
開
発
に

27
診
療
科
で
統
合
的
に
取
り
組
む

　今回は、魔法の調味料「ガスト
リック」（酢や砂糖などで作ったもの）を使用した
キーマカレー。病院食としては初めて、ターメ
リックライスとともに提供しました。患者さんか
らは、「ふたを開けた瞬間、ヤッターと思いまし
た！」「カレーの材料が細かく刻まれていて手間
暇かかっていますね」「カレーとターメリックラ
イスがよく合っていておいしかった」など嬉しい
ご意見をたくさんいただきました。

下村部長おすすめ

スマイル御膳

栄養マネジメント部 ～お品書き～
●ターメリックライス

●カレー ●グリル盛り合せ
●サラダ ●デザート

「ミート・ザ・プロフェッサー」開催

「七夕コンサート」開催

　初期臨床研修開始日の4月2日、新研修医歓迎会「ミー
ト・ザ・プロフェッサー」を14階スカイレストランで開催
しました。この催しは研修医と指導医との親睦を深める
ことを目的に毎年行っているものです。研修医が自己紹
介で今後の抱負を述べ、引き続いて交流の場となりまし
た。研修医が指導医に研修内容やキャリアパス等を相談
する、研修医がお互いに交流を深める、など和やかな光景
が見られ、本院での臨床研修がスタートしました。

４/２

７/６

阪大病院を見学してみませんか
　本院では、下記のとおり見学会を開催いたします。
普段は見ることのできない場所の見学や最先端の医
療に触れるチャンスですので、お気軽にご参加くだ
さるようご案内いたします。
●実施日時　9月26日（水）14時～16時30分
●申込締切　9月５日（水）必着

●対 象 者　一般市民（成人、個人）
●募集人員　15人
必要事項（①氏名　②性別　③年齢　④郵便番号

⑤住所　⑥電話番号　⑦あなたが阪大病院に抱くイ

メージ　⑧見学を希望する理由）を明記のうえ、はが
き、FAXまたは電子メールによりお申し込みくださ
い。必要事項に不備がありますと、こちらから連絡でき

ないことがありますのでご注意ください。

（※いただいた個人情報は本見学会以外の目的には使
用いたしません）

●送付先（問い合わせ先）　
〒565-0871　吹田市山田丘2-15 
大阪大学医学部附属病院総務課広報評価係
TEL：06-6879-5020、5021
FAX：06-6879-5019
 （※非通知設定のTEL/FAXからは頭に186をつけて

おかけください）

e-mail：ibyou-soumu-kouhyo@office.osaka-u.ac.jp

●見学場所　ドクターヘリ、臨床検査部など
（※都合により見学場所が変更になる場合があります）
●決定通知　応募者多数の場合は抽選により決定
　し、参加の可否をはがきでお知らせします。
●注意事項　見学では、かなりの距離を歩きます。

　階段の昇り降り等もありますので、歩きやすい靴
　でお越しください。

診療科とのカンファレンスによる病理診断の様子

大薗惠一センター長・望月秀樹副センター長
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